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―独居老人家庭を巡回― 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2 回・1日・15日発行〕 

働ミ・はり叫っら 
発 行 所 

五所川原市役所 

5弱号 

昭和58年11fl 15 El 

印刷 （旬北斗オフセノ~ 

市 の 人 口 
	

男 25.559人 
	

世‘帯 数 	14,702 

	

52,860人 女 27,301人 
	

（昭和58年11月 1日現在）住民基本台帳から 

4 

~ 

一人暮らしの老人家庭の巡回査察が10月25日、秋の

火災予防の一環として行われました。 

今回の巡回は、消防本部、ホームヘルパー、東北電

力、地域防災会の合同で2班に分かれて、市内新町の

外崎二郎（75歳）さん宅他20世帯を訪問し、ストーブ

やコンセントなどを点検したものです。 

最後に注意事項を指摘した後、簡易消防用具、タオ

ル、テイシュ等をプレゼントしました。 
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広報ごしょがわら 昭和58年（1983年）11月15日 

瞥
ミ
鷹
嚇

鱒
賢
船
か
 

冬
期
間
収
集
を
中
止
す
る
集
積
場
所
 

(555号） ② 

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ

て
、
ド
水
道
の
基
本
的
な
役

割
や
歴
史
に

つ
い
て
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
私
た

ち
か
家
庭
で
使
っ
た
あ
と

の

よ
ご
れ
た
水

（
汚
水
）
や
、
 

雨
水
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

き
れ
い
な
水
と
さ
れ
、
川
や

海
に
も
ど
さ
れ
て
い
く
の
か

そ
の
し
く
み
に

つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
よ
う
。
 

汚
水
と
雨
水
を
あ
わ
せ
て
下

水
と
呼
び
ま
す
が
、
下
水
は
、
 

図
の
よ
う
に
、
下
水
管
に
よ
っ

て
集
め
ら
れ
、
下
水
処
理
場
で
 

，き
れ
い
に
さ
れ
ま
す
。
 

田
下
水
管
 

汚
水
や
雨
水
は
、
下
水
管
に

流
れ
こ
み
ま
す
。
下
ー
 
管
は
、
 

道
路
の
下
な
ど

に
う
め
ら
れ
て

下
ー
 
を
処
理
場
ま
で
運
ぶ
役
目

を
し
て
い
ま
す
。
ド
水
管
に
は

掃
除
や
検
査
、
修
理
を
す
る
た

め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

下
水
を
運
ぶ
方
式
に
は
、
合

流
式
と
分
流
式

の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
 

合
流
式
と
は
、

汚
水
と
雨
水

を

一
本
の
管
で
処
理
場
ま
で
運

ぶ
方
式
で
す
。
分
流
式
は
、
汚

水
と
雨
水
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

管
で
運
ぶ
も
の
で
、
汚
水
は
処

理
場
ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ
で
き

れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
ま
す
が

雨
水
は
き
れ
い
な
水
な
の
で
、
 

処
理
場
に
運
ば
れ
る
途
中
で
、
 

川
な
ど
に
放
流
さ
れ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
で
は
、
自
然
条

件
と
市
の
将
来
を
考
え
て
、
分

流
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
 r

 ②
ボ
ン
プ
場
 

下
水
管
は
、
こ
う
配
を
利
用

し
て
、
下
水
を
運
ぶ
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
管
を

う
め
る
場
所
が
、
地
面
よ
り
あ

ま
り
深
く
な
り
す
ぎ
ま
す
と
、
 

掃
除
や
修
理
が
や
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
ポ
ン
プ
場
を
設
け
て
、
 

下
ー
 
を
く
み
上
げ
、
下
水
の
水

位
が
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
 

ま
た
こ
う
配
に
よ
っ
て
、
下

ー
 

が
す
み
や
か
に
流
れ
る
よ
う
に

下
水
管
を
う
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

ポ
ン
プ
場
は
、
台
風
や
大
雨

の
と
き
、
大
量
の
水
を
吸
み
上

げ
て
、
川
や
海
に
流
し
、
道
路

や
建
物
が
水
に
ひ
た
る
の
を
防

ぐ
役
割
も
、
も
っ
て
い
ま
す
。
 

⑧
終
末
処
理
場
 

下
水
管
や
ポ
ン
プ
場
を
通
り

て
、
終
末
処
理
場
に
運
び
こ
ま

れ
た
下
ー
 
は
、
図
の
よ
う
に
沈

砂
池
、
最
初
沈
殿
池
、

ェ
ァ
レ
 

ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
、
最
終
沈
殿

池
、
消
毒
設
備
を
通
り
ぬ
け
る

あ
い
だ
に
、
し
だ
い
に
き
れ
い

な
水
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
ゆ
き

ま
す
。
 

例
年
の
通
り
冬
期
間
は
ゴ
ミ

収
集
車
の
通
行
に
支
障
を
き
た

す
た
め
、
今
年
十
ニ
月
十
九
日
 

（月
）
か
ら
来
年
三
月
三
十

一

日
（
土
）
ま
で
下
記
の
集
積
場

所
を
中
止
し
、
近
く
の
大
通
り

の
集
積
場
所
を
利
用
し
て
下
さ

い
。
 

そ
の
地
域
に
お
住
い
の
方
は

面
倒
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

湊
  

湊
  

さ

っ
き
町
 

鳥
 
森
 

下
平
井
町
 

下
平
井
町
 

下
平
井
町
 

中
平
井
町
 

川

端
町
 

川

端
町
 

幾
島

町
 

東
 
町
 

町
 

名
 

鉄
橋
付
近
 

宮
崎
古
物
店
奥
通

り
  

8
班
及
び

津
鉄
線

路
沿
い
 

小
田
桐
新
聞

店
向
い

通
り
 

小
川
種
店
奥
通
り
 

老
人
ホ
ー
ム
横
通

り
 

五
所

川
原
ラ
ジ

エ
ー
タ

ー
店
奥

通
り
 

田
辺
旅
館
宅
通

り
 

食
事
処
弥

生
前
（
元
菊

の
湯
跡
地
）
  

大
丸
古
川
裏
通

り
 

八
木
公
閣
の
中
 

全
 
町
 
内
 

場
 
所
 

年末資金のご相談はお早めに！’ 

年末金融相談所開催のご案内 

五所川原商工会議所

中小企業相談所 

, 	当所では、年末の資金需要にお応えするた 

めに、年末金融相談所を下記により開催致し

ます。 

例年11月から12月までの期間は、年末商品

仕入資金、ボーナス支払資金、買掛、手形決

済資金など、もっとも資金の必要な時期であ

り、遅くなりますと窓口も混み合い、年内の

融資実行ができないこともありますので、お

早めにご相談いただきますようおすすめいた

します。 

・日 時 11月22日（火）午前10時～午後3時 

・場 所 五所川原商工会議所4階会議室 

・相談所 県商工金融班．県信用保証協会

国民金融公庫．商工組合中央金庫 

※連絡先 五所川原商工会議所 
中小企業相談所 

(ft ⑩ - 2 1 2 1) 



下水管（雨水管） 
沈砂池 

下水曹から流入して,た汚水
をゆるやかに混して 大き令ゴ
ミや土砂を．リ締き手す。その
後，初 t．酒じボンプ7、遥 Jま
すワ 

南 水 
最初三1皿池 	 fァレーションタンク ”鉢殿池 	 永質試勲 

難護『i話羅難●難燕鴛 I灘唾義襲，Iミ灘繊離●、 

鷲
勲
喜
『
 
い
 
豆
尋
 

舞
ず
潜
舞驚
 

散
4
'h

、は
討
叫
、議
？
 

、
一
一畿
 

』
」か
喰
 

5泥処理施設 
革1;‘殿池 国紗 I町” 
'  ！ 『 ナ泥を’靭 ‘ ニ 
」‘ ’脱水ケ 1 

にI, 
」二難難『 
三畦雪麟“ 

二に鷲一 
喜一、 

ー一ーー一ーー一一r一一 

J 

愛 
も二 

汚 泥 下水管（汚水管） 

ず、， 
l一 

「
 塗遣＝="‘にニー」L, J ー 

納
期
限
 
十

一
月
三
十
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 

三
期

固
定
資
産
税
 
四

期
 

納
期
限
 
十
ニ
月
ニ
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 
四

期

市
県
民
税
 

四
期
 

滞
納
や
納
付
も
れ
は
あ
り
 

市
で
は
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
と
提
携
し
、
市
税
完
納
 

い
。
 

ま
せ
ん
か
。
今
一
度
納
付
書
 

を
た
し
か
め
て
未
納
の
時
は
 

す
み
や
か
に
納
付
し
て
下
さ
 

等
年
内
完
納
を
日
途
に
強
調

運
動
を
実
施
中
で
す
。
 

麟
市
税
完

納
に
こ

協

力
を
 

強
調
期
間
を
設
け
て
納
税
者
 

の
納
期
内
完
納
、
滞
納
者
の
 

自
主
納
税
促
進
、
滞
納
整
理
 

市
で
は
市
民
の
日
常
の
悩
み

困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を
解
消

し
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
生
活

を
築
い
て
も
ら
う
た
め
、
次
の

日
程
で
「
一
日
総
合
市
民
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

■

と
き
 
十
二
月
六
日
（
火
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

■

料
金
 
無
料
で
す
。
 

■

相
談
内
容
 
土
地
建
物
、
 

借
地
借
家
、
登
記
金
銭
貸
借
、
 

相
続
贈
与
等
、
交
通
事
故
、
困

り
ご
と
、
国
税
、
職
業
相
談
及

紹
介
、
国
道

・
県
道
並
び
に
建

築
問
題
、
中
小
企
業
の
金
融
、
 

行
政
問
題
、
家
庭
紛
争
、
離
婚
、
 

麟
綴
畿
日
総
合
市
民
相
談
所
）
を
開
設
霧
 

婦
人
、
母
子
家
庭
更
生
資
金
、
 

里
親
そ
の
他
心
配
ご
と
、
労
働

条
件
、
解
雇
問
題
、
賃
金
不
払
、
 

食
品
衛
生
、
健
康
相
談
、
公
害

に
関
す
る
問
題
他
。
 

●

お
間
合
わ
せ
先
 
市
民
相

談
室
（
曾
⑩
二
一
一
一
番
内
線

一
一
八
一
番
）
 

③ 昭和58年（1983年）11月15日 	 広報こ’しょがわら 
	

(555号） 

麟鷺鱗麟 

青森県最低賃金 

日額 2,951円 

時間給 369円 
昭和58年10月20日から 

（精皆勤手当, 通勤手当，家族手当等は 

算入されません。） 

⑥次の産業については、それぞれの産業 

別最低賃金が適用されます。 

1．食料品製造業 	2.繊 維 産 業 

3．木材・木製品・家具・装備品製造業 

4，出版・印刷・同関連産業 

5．機械・金属製品等製造業 

6．卸売業・小売業 

7.窯業・土石製品製造業 

8一自動車整備業 

⑥最低賃金額以B)賃金を支払わなかっ 

たり、労働者への周知をしなかったと 

きは、最低賃金法違反となり処罰され 

ることがあります。 

青森労働基準局 

最低賃金についてのご相談は、下記へ
おたずね下さい。 

五所川原労働基準監督署（廿⑩ -23O9) 



世
界
人
権
宣

言
三
十
五
周
年

記
念
期
間
中
の

十
月
二
十
七
日
、
 

国
連
か
ら

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
塔

載
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
車
が
当

市
に
到
着
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
国
連

事
務
総
長
か
ら

日
本
国
民
に
あ

て
た
メ
ッ
セ
ー
 

ジ
を
各
都
道
府
 

◇
 
0 

o 

県
を
巡
回
し
、
全
国
縦
断

の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る

途
中
で
当
市
を
訪
ず
れ
た
も
の

で
す
。
 

市
役
所
前
に
お
い
て
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
 

ジ
を
読
み
あ
げ
、
市
総
務
課
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
署
名

旗
に
当
市

の
名
を
寄
せ
書
き
し

て
、
人
権
啓
発
の
活
動
を
今
後

と
も
行
う
こ
と
を
約
東
し
ま
し

た
。
 

国
連
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

!
!
!
  
'
 

I
 

I

,,
,
 

 

!
!
'
 

沢
構
讐
墓
嚇
縦
）舞
嘩
一
 

』
 

市農協
長橋支所 

野 里
り、学校 

長橋 1ミ 1二
ティセンター 

埋
立
地
 

人
 
道
路
 

重 飯詰 

⑥野里不燃物埋立地略図 

●

事
業
者
の
事
業
活
動
に
よ
っ

て
出
る
ゴ
ミ
は
多
少
に
か
か
わ

ら
ず

‘
一
廃
棄
物
の
処
理
及
び
、
 

清
掃
に
関
す
る
法
律

』
第
三
条

に
よ
り
、
自
ら
の
責
任
で
処
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ゴ
ミ
収
集
業
者
か
、
自
ら
等

で
処
理
し
、
絶
対
に

一
般
家
庭

か
ら
出
る
ゴ

ミ
と
混
合
し
な
い

よ
う
注
意
し

て
下
さ
い
。
 

●

野
里
不
燃
物
埋
立
地
の
不

燃

物
ゴ
ミ
搬
入
料
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

ゴ
III
処
理
の
仕
方
を
、
も
う

一
度
確
か
め
ま
し
よ
う
 

そ
の
シ
リ
ー
ズ

4
 

昭和58年（1983年）11月15日 	 広報こ’しょがわら (555 号 ) 

しF）なたの；I、ケ I ト、 	囲 

59年版 県民 手帳 

頒価300円 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月ト旬 

規格 15. 0cm x8. 5cm最上手帳用紙使用 

装丁 極上ビニールクロス表紙（小口金箔塗） 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版！! 

一 兇年版 県勢クラフ 

頒価350円 
編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

装丁 コート紙 

規格 A全判（88cm x 62cm）折りたたんだ状態A5判 

(14.8clllX2ldnl）表紙カラー写真、表面4 色刷 

裏面（青森県全図）6色刷 

■お申込み先 

市総務課企画室（'⑧211 1番内線3181~ 31 9) 

◇ ◇ 

0 

“全
抑
協
で
総
員
 

名
簿
を
作
成
）
 

全
国
抑
留
協
会
五
所
川
原
支

部
で
は
、
補
償
要
求
総
員
名
簿

を
作
成
す
る
た
め
新
会
員
の
加

入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

名
簿
は
明
年
六
月
刊
行
の
予

定
で
各
県
市
町
村
別

ア
イ
ウ
ェ

ォ
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
十

一
月
末
日
ま
で

の
会
員
の
み
権
利
が
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。
 

加
入
さ
れ
る
方
は
市
内
布
屋

町
十
七
全
抑
協
五
所
川
原
支
部

事
務
局
（
費
⑩
二
七
〇
八
番

）
 

へ
印
鑑
持
参

の
う
え
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
 

種 取 扱 単 位 手数料の額 

一般廃棄物 
最大積載量 0.5トン

以ドの車輔I台 
3 5 0円 

（犬、ねこ等

の死体を除

く） 

最大積載量 0.5トン 

を超える車輸1台 

車輔の最大積載量 

0.5トンごとに350 

円を加算して得た額 

犬、ねこ等

の死体 
1個 400円 

⑨事業活動に伴って生じる一般廃棄物で不燃のものは、次の

表に定める額 

取 扱 単 位 手 数 料 の 額 

最大積載量の 0.5トン以

下の車軸1台 
350円 

最大積載量の 0.5トンを

越える車輸1台 

車輔の最大積載量 0.5トンごと

に350円を加算して得た額 

、 



ミ郵便局で小包包装用品を販売ミ 
,
 

,
 

広報ごしょが’わら 	 （555号） 
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⑤ 昭和58年（1983年）11月15日 

市
内
広
田

（
株
）
川
要
の川

村
恒
儀
夫
妻
は
十
月
二
十
五
日
、
 

教
育
振
興
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
一
金
百
万
円
を
寄
付
、
森
田

市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
九
月
二
十
六
日
亡
く

な
っ
た
先
代
社
長
で
あ
る
故
川

村
嘉
太
郎
殿
に
供
え
ら
れ
た
香

典
の
中
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
、
 

故
人
が
市
教
育
振
興
会
の
監
事

を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
遺
志
を
継
い
で
教
育
の
振
興

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
 

郵
便
局
で
は
十
一

月
十
日
か
ら
大
、
中
、
 

小
の
三
種
類
の
小
包

用
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
窓

口
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
 

こ
れ
は
荷
造
り
バ

ン
ド
と
ス
ト
ッ
パ

ー
 

（
大
の
み
）
、封
か

ん
用
テ
ー
プ
等
が
ワ

ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

お
り
、
荷
造
り
が
簡

単
に
で
き
る
便
利
な

も
の
で
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

大
き
さ
の
サ
イ
ズ

と
値
段
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

■

と
 
き
 
十
一
月
十
六
日
 

ー
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
八

日
 
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
か

ら
正
午
 

・

と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 

■

内
 
容
 
軟
式
テ
ニ
ス
初

歩
技
術
指
導
 

■

対
象
者
 
初
心
者
 

大
・
・
約三
九
×
二
九
×
二
〇

湾
H

（
百
五
十円
）
 

中
…
約
三
二
×
二
三
×
一
五

戎
H

（
百
十
円）
 

小
・
・
約
二三
×
一
七
×
一
一

毒
H

（
八
十円
）
 

市
民
テ
ニ
ス
教
室
 

（軟
式
）
を
開
催
 

・

参
加
方
法
 
直
接
会
場
に

来
て
自
由
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

●

連
絡
先
 
市
教
育
委
員
会
 

・

保
健
体
育
課

（
●
⑩
二

一
一

一
内
線
二
五
〇
）
 

■

と
き
 
ー
 
月
十
六
日
、
 

二
十
三
日
、
三
十
日
、
十
二
月

七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日

午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

■

対
象
 
一
般
市
民
 

●

内
容
 
初
心
者
用
パ
ー
テ

イ
ミ
キ
サ
ー
ダ
ン
ス
 

■

会
費
 
五
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
金
）
 

初
心
者
ダ
ン
ス
 

講
習
会
 

図
筆
自
寄
・
贈
」
箸
』
 

之
助

（柳
町
）
、
和
田
喜
八
郎
 

（飯
詰
）
、
大
沢
頼
枝

（蓮
 

沼
）
 

（敬
称
略
）
 

・

も
ち
も
の
 
ズ
ッ
ク
（
上

ば
き
）
 

■

お
申
込
み
 
当
日
会
場
で

も
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

■

主
催
 
五
所
川
原
市
F

・
 

D
協
会
 

.
1
0月
末
日
ま
で
 

◇
 
◇
 
◇
 

新受入図書 
市立図書館 ご利用下さい。 

図
書
館
事
業

に
貢
献
 

江
渡
さ
ん
に

功
労
賞
 

江
渡
医
院
院
長
江
渡
哲
哉
氏

は
十

一
月
八
日
、
青
森
県
読
書

運
動
推
進
大
会
の
席
上
、
青
森

県
図
書
館
連
絡
協
議
会
よ
り
功

労
賞
を
受
け
ま
し
た
。
 

書 	名 著 者 名 書 	名 著者名 

書物の周辺 和歌森太郎 源氏紙風船 田辺聖子 

口
］
 

本
 

五
ロ

を
豊
 

●
 

」
 

 
か
  

大村はま 愛 の 時 代 瀬戸内晴美 

土地と家の 
法律相談 

佐竹庄司 人 間 の 艮 曽野綾子 

禅 	談 津木興道 
学徒兵 

らくだ君 
武田 専 

乱世を生きる 笠原一男 波うっ土地 富岡多恵子 

昭和史と天皇 佐藤 昭 間屋町の女 花登 管 

近世崎人伝 村上 護 か
 

ま
小
 
ノ
、
 

 
ら
三
 
国
 
志
 

平岩弓枝 

氷 	解 永田洋子 水 な き 雲 三浦綾子 

農 業 図 絵 土屋又三郎 羊
 

●
と
 

め
 

<
"
 
 る
『
目
 

険
  

村上春樹 

愛と哀しみの 
Jレフラン 岩谷時子 さそりの 

眼の下で 
山代 巴 

生きがいの 
探究 

返田 健 女の怒り方 佐藤愛子 

北陸北国の 
語り 

田中澄江 
にっぽん 

博物館 
井上ひさし 

日本の 
’原爆文学 

ほるぶ出版 妖のある話 陳 舜臣 

最新建設防災
ノ、ンドブック 

編集委員会 
吾輩は 
瀬石である 

井上ひさし 

こころの財 福岡良樹 街の観覧車 阿刀田高 

サボテンの花 加太こうじ 陽 炎 の 男 池波正太郎 

地震の心得 自 治 省 父
 

＋
りっ
 
ん
変
 
は
人

や
大
 

北 杜夫 

点字と朗読 
への招待 本間一夫 旅券のない旅 胡挑沢耕史 

地球の 
生きものたち 

D・ 
アテンボロー 

地獄を畦う 
日光路 

笹沢左保 

し
 

,
 

」
よ
 

を
生
 

〈
い］
 
 

と
ご
 

る
 

杉原定喜 戦 雲 の 夢 司馬遼太郎 

飛
島
泰

（
離
田
）
、今
敏
枝
 

（
旭町
）
、
大
沢
美
智
子
、
大

沢
寿
夫
、
小
野
愛
子

（
以上
松

島
町
）
、
唐
崎
新
三
郎

（
十和

田
市
）
、
斎
藤
政
子

（
上平
井

町
）
、
七
戸
徳
（
小
曲
）
、
八

木
橋
武
三
郎
（
布
屋
町
）
、
鶴

谷
一
志
（
川
端
町
）
、
神
美
津

枝

（
柏原
町
）
、
江
渡
哲
哉
 

（
旭
町
）
、三
和
重
村

（大

町
）
、
小
山
内
あ
ね
（
金
木

町
）
、
川
口
俊
亮
（
梅
田
）
、
 

坂
本
と
し
薫
（
田
町
）
、
佐
々

木
達
司
（
柏
原
町
）
、
鶴
谷
廉
 

密
雀
に
議
・
．

・
差
「
 

I 
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浮L幼児の健康診査ミ 
■受付時問 午後1時～1時30分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 
現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 6 カ月児、 1歳児は健康相談のみ 

です。 
1歳6カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き
れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

■ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

I 月 	令 対 	象 	児 と 	き 

~ 	3 カ月児 S 58年 8 月生まれ 12月13日 

~ 	6 カ月児 S 58年 5 月生まれ 12月20日 

~ 	1 歳児 S 57年11月生まれ 12月26日 

Il歳 6 カ月児 S 57年6 月生まれ 12月27日 

F3 歳児 S 55年 8 月生まれ 12月15日 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
高

野
地
区
に
移
動
保
健
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
 

健
康
チ
ェ
 
ック
に
ま
た
と
な

い
機
会
で
す
の
で
、
当
地
区
の

み
な
さ
ん
の
多
数
の
お
い
で
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

■

と
き
 
十
二
月
二
日

（
金
）
 

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
 

■

と
こ
ろ
 
高
野
文
化
セ
ン

タ
ー
 

■

内
容
 

一
般
健
康
相
談
、
 

血
圧
測
定
、
心
電
図
、
血
液
検

査

（血
液
型
、
貧
血
）
、
尿
検

査
、
栄
養
指
導
、
総
合
健
康
診

断
 

市
で
は
、
四
十
歳
以
上

の
方

に
対
し
、
健
康
保
持

の
た
め
に

必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
自
ら

の
健
康
管
理
に
努
め
て
も
ら
う

た
め
に
健
康
手
帳
を
交
付
し

て
 

十
一
月
一
日
付
発
行
の
市
広

報
六
面
に
掲
載
の
保
育
所

（
園
）
 

入
所
児
童
受
付
の
記
事
中
「
受

付
期
間
十
一
月
一
日
ー
十
二
月
 

r
 市

内
桜
田
の
笠
井
実
さ
ん
 

（四
六
）
が
、
当
市
で
は
初
め

て
の
農
業
経
営
士
と
な
り
、
十

一
月
三
日
行
わ
れ
た
青

森
県
農

業
祭
の
席
上
県
知
事
か
ら
認
定
 ?

 

l

ー
ー
ー
一
 

お
り
ま
す
。
 

手
帳
を
ご
希
望
の
方
は
、
市

役
所
各
支
所
及
び
市
保
険
衛
生

課
で
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

印
鑑
を
持
参

の
こ
と
。
 

二
十
八
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
 

「十

一
月
一
日

5
十
二
月
二
十

日
ま
で
」
と
訂
正
し
ま
す
。
 

“街
頭
献
血
 

の
ご
案
内
タ
 

移
動
採
血
車
“
青
い
鳥
号
〈
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。
 

●

十
二
月
一
日
（
木

）
午
前

十
時
か
ら
県
合
同
庁
舎
前
 

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

丸
友
デ
パ
ー
ト
駐
車
場
 

■

十
二
月
十
五
日
（
木
）
午

前
十
時
か
ら
尾
崎
自
動
車
商
会

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

西
北
中
央
病
院
前
 

◇
 

◇
  

◇
 

来
る
十

一
月
二
十
五
日
（
金
）
 

午
前
十
時
か
ら
産
経
会
館
五
階

大
ホ
ー
ル
で
、
選
挙
啓
発
の
講

演
が
あ
り
ま
す
。
 

「政
治

・
選
挙
に
関
心
を
持

た
せ
る
話
し
あ
い
活
動
を
進
め
 

る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
講
師

は
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

の
常
任
委
員
で
青
森
大
学
講
師

の
三
橋
長
春
氏
で
す
。
皆
さ
ん

の
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

な
お
、
午
後
か
ら
話
し
あ
い
 r

 
を
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者

は
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
に
選

管
事
務
局
（
市
庁
舎
四
階
胃
⑩

一
一
一
一
一
内線
三
二
七
く
・
九番
）
 

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

最
近
、
新
聞
等
の
報
道
に
よ
 

れ
ば
、
国
会
解
散
、
年
内
総
選

挙
が

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 ま

た
公
職
選
挙
法

の
改
正
も
今
国

会
に
上
程
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
 

そ
う
な
り
ま
す
と
、
衆
議
院
の
 
 

で
あ
っ
た
の
が
十
五
日
間
に
な

り
ま
す
。
出
稼
ぎ
等
に
よ
り
不

在
者
投
票
を
す
る
方
は
、
十
分

留
意
し
て
下
さ
い
。
な
お
ま
た

留
守
家
族
の
方
に
出
稼
ぎ
先
の

住
所
を
正
確
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
 

選
挙
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ

で
も
選
挙
管
理
委
員
会

（
市庁

舎
四
階

●
⑩
一
二
一
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市初の農業経営士が誕生 
桜田の笠井実さん 

踊
綱1
‘
ー

．割
り
」
」1
 
J

」ジ
』
三
一
 

難
議
熱
）
ン

曹
翼
 

難
誠
舞
 尋

締
誌

「
墨
い訪
れ
一
 

た
笠
井
さ
ん
に
、
森
田
市
長
は
、
一
 

「米
の
生
産
調
整
や
り
ん
ご
の

価
格
低
迷
等
で
農
家
の
意
欲
が

と
か
く
減
退
が
ち
な
こ
の
頃
、
 

こ
れ
ま
で
の
研
究
、
実
績
を
市

農
業
の
振
興

と
後
継
者
の
指
導

に
ぜ
ひ
役
立
て
て
欲
し

い
。
」
 

と
励
ま
し
ま
し
た
o
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

』
 

一
 

保
健
脈
の
姦
難
ら
難
 

四
十
歳
以
上
の
方
に
 

健
康
手
帳
を

交
付

H
nー

 

ー
保
育
所
（
園
）
の
入
所
児
童
 

受
付
は

1
2月
2
0日
ま
で

ー
 

選
挙
期
間
が
こ
れ
ま
で
二
十
間
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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